
議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

4

議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

5

行

報
政

告
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岩﨑憲郎
町長

○
美
濃
明
富
氏
に
総
務
大
臣

か
ら
感
謝
状

　

国
民
参
政
125
周
年
・
普
通

選
挙
90
周
年
・
婦
人
参
政
70

周
年
記
念
表
彰
に
お
い
て
、

大
豊
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員　

美
濃
明
富
氏
に
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

○
株
式
会
社
末
広
か
ら
10
万

円
の
寄
附

　

平
成
26
年
11
月
20
日
か

ら
１
年
間
、
大
豊
町
碁
石

茶「
こ
こ
だ
け
大
福
」を
寄

附
金
付
き
商
品
と
し
て
販
売

（
販
売
個
数
７
，２
６
６
点
）

さ
れ
、
販
売
額
の
3.9
％
に
株

式
会
社
末
広
と
し
て
の
寄
附

金
を
添
え
て
、
10
万
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
第
44
回
嶺
北
畜
産
能
力
共

進
会

　

平
成
27
年
11
月
30
日（
月
）

嶺
北
家
畜
市
場（
土
佐
町
） 

で
開
催
さ
れ
、
久
保
内
清
氏

（
谷
）の
第
221
み
は
る
号
が

次
の
と
お
り
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

●
「
経
産
」
の
部

　

最
優
秀
賞

　

一
般
社
団
法
人
高
知
県
畜

産
会
長
賞
も
併
せ
て
受
賞 

●
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

　

公
益
社
団
法
人
全
国
和
牛

登
録
協
会
長
賞
、
高
知
県
知

事
賞
を
受
賞

に
留
め
置
き
、
そ
れ
で
も

残
っ
た
場
合
、
発
送
し
た
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
届
け
出
を
し
、
町
で

破
棄
す
る
。

前
野
由
和
議
員

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
待
機

の
状
況
は
。

今
井
達
也
住
民
課
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

場
合
は
希
望
者
が
直
接
施
設

へ
申
請
す
る
の
で
把
握
で
き

な
い
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

つ
い
て
は
、
大
豊
園
で
待
機

者
が
10
名
に
な
っ
て
い
る
。

藤丸髙德 議員

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

提
言
を
し
て
い
る
保
育
料
の

無
料
化
は
検
討
し
て
い
る
か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

現
在
、５
歳
児
に
は
保
育

料
の
９
割
を
商
品
券
と
し
て

還
元
し
て
い
る
。議
会
の
教

育
民
生
常
任
委
員
会
か
ら
保

育
料
を
無
料
化
に
す
べ
き
だ

と
報
告
も
あ
っ
た
が
、今
す
ぐ

に
無
料
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で

検
討
は
進
ん
で
い
な
い
。今
後
、

様
々
な
検
討
を
し
て
い
く
。

渡辺則夫 議員

　

新
し
い
制
度
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
は
、
具
体

的
に
は
農
地
や
農
家
と
ど
の

よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ
の
か
。

小林雅文
産業建設課長

　

農
業
委
員
会
に
出
席
で
き
、

一
体
的
に
連
携
し

て
取
り
組
み
、
議

決
権
は
な
い
が
助

言
や
発
言
が
で
き

る
。

主 

な 

質 

疑
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一
般
会
計
（
第
６
回
）
補
正

予
算

都築正光 議員

　

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
方
向
性
は
。

池添修一
教育長

　

維
持
修
繕
を
行
い
な
が
ら

将
来
的
に
は
、
自
校
方
式
を

採
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

都
築
正
光
郎
議
員

　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
自
校
方

式
で
、
何
年
度
に
ど
こ
に
建

設
す
る
等
の
計
画
は
あ
る
の

か
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

現
在
、
計
画
は
な
い
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
住
民
の
意
見
を
反

映
し
て
今
後
取
り
組
ん
で
い

く
。

前野由和 議員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、

現
在
の
通
知
カ
ー
ド
受
け
取

り
状
況
は
。ま
た
、受
け
取
っ

て
な
い
方
に
つ
い
て
、
今
後

ど
う
い
う
対
応
を
す
る
の
か
。

今井達也
住民課長

　

郵
送
し
た
数
が
２
，４
４
３

件
、
そ
の
内
受
取
済
み
数
２
，

１
６
４
件
、
未
受
取
数
279
件

で
あ
り
、
受
け
取
っ
て
な
い

方
に
つ
い
て
は
再
度
通
知
を

し
、
基
本
的
に
３
ヶ
月
役
場

大豊町学校給食センター

老人ホーム大豊園

町道杉線起点側

町道杉線終点側

通知カード

前
野
由
和
議
員

　

狭
い
町
道
へ
大
型
バ
ス
が

迷
い
込
ん
だ
と
の
指
摘
や
案

内
標
識
設
置
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
対
応

を
問
う
。

　

案
内
板
の
標
記
、
観
光
施

設
の
音
声
案
内
が
日
本
語
の

み
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
客
が
国
際
化
す
る
状

況
の
下
で
、
英
語
、
中
国
語
、

ハ
ン
グ
ル
文
字
な
ど
の
標
記
、

案
内
を
採
る
べ
き
と
考
え
要

請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

必
要
性
を
検
討
し
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

前
野
由
和
議
員

　

選
択
制
夫
婦
別
姓
に
つ
い

て
民
法
改
正
を
最
高
裁
判
所

が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

明
治
31
年
に
民
法
制
定
に

よ
り
婚
姻
に
よ
る
同
姓
使
用

が
固
定
化
さ
れ
た
。
一
見
認

識
さ
れ
に
く
い
が
婚
姻
後

96
％
が
男
性
の
姓
を
使
用
し

て
い
る
こ
と
は
間
接
差
別
と

の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

　

先
祖
の
祭
祀
、
墓
地
管
理

な
ど
家
意
識
が
含
ま
れ
る
慣

習
に
従
っ
て
い
る
こ
と
も
一

因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

判
決
が
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
選
択
的
な
夫
婦

別
姓
を
認
め
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
場
合
、
職
員
の
中

で
旧
姓
を
使
用
す
る
意
識
を

持
つ
職
員
が
い
れ
ば
積
極
的

な
支
援
を
要
請
す
る
。

岩
﨑
憲
郎
町
長

　

憲
法
解
釈
に
つ
い
て
答
弁

は
差
し
控
え
る
。
本
会
議
で

個
人
的
な
発
言
は
す
べ
き
で

は
な
い
が
、
個
人
的
に
は
、

家
間
で
行
わ
れ
て
き
た
婚
礼

と
か
冠
婚
葬
祭
が
性
差
別
に

な
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
。

一般質問一般質問

問 

案
内
標
識
は
親
切
か

観
光
案
内
は
多
国
語
が
必
要
で
は

答 

対
応
を
検
討
す
る

問 

性
差
別
解
消
は
積
年
の
課
題

別
姓
に
対
す
る
認
識
は

答 

憲
法
解
釈
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
る


